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モバイル 4 チャンネル録音再生システム SQobold 
には心理音響解析ツール、騒音計、GPS データ収
録等の機能が搭載されています。

SQobold は多機能を備えたモバイルデータ収集シス
テムです。バイノーラルヘッドセット BHS II とペア
で用いることにより、事前準備が殆どいらずにノイ
ズイベントを聴感に忠実に録音、解析、再生できま
す。

コンパクトで、バッテリー持続時間が長く、使い勝
手に優れ、モバイル録音に最適です。録音データは
デバイス上に保存され、ドキュメント化され、再生
可能です。録音中または録音後にリアルタイム解析
を行うこともできます。

主なフィーチャー

アプリケーション

4 チャンネル録音、2 チャンネル再生

コンパクト、ハンディー

様々な接続オプション（BHS II 端子、 2 x アナログ 
BNC 入力 – ICP 対応、パルス入力、USB ホスト接続、
GPS アンテナ端子

SQobold パッケージによるモジュール機能拡張

リアルタイムフィルター解析 (SQP 01)

騒音計機能 – 1 チャンネルまたは 2 チャンネル測定 
- 例としてバイノーラルセンサー (SQP 02)

ビデオ機能 (SQP 03)

単体使用の場合バッテリー持続時間 6 時間程度

64 GB ストレージ

モバイル音振動解析

NVH 測定（実走中等）

環境測定（ノイズマッピング等）

サウンドスケープ研究（サウンドウォーク等）
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詳 細

SQobold は HEAD acoustics が培ってきたバイノーラル録音、解析、再生技術をさらに進化させました。筐体の
コンパクトさにも拘わらず、複数の接続オプションがあり様々なアプリケーションに対応可能です。特に、
バイノーラルヘッドセット BHS II と組み合わせることによりそのメリットを発揮します。ハンディー性、モバ
イル性に優れ、多機能性、直感的な使い勝手が特徴です。単体モードでは録音データを内蔵ストレージかUSB 
スティックに保存可能です。フロントエンドモードでは録音データは PC に保存されます。

騒音計機能を用いて物理量の測定のみでなく、標準規格に基づいたラウドネスやシャープネスのような心理
音響測定も可能です。測定データは内蔵ストレージまたは USB スティックに保存可能です。

SQobold のオプションパッケージ (SQP) を用いて具体的なタスクに合せて SQobold の機能をカスタマイズ可能
です。SQobold パッケージは付属のソフトウエア HEAD Companion を用いていつでもインストール可能です。
HEAD Companion はファームウエアアップデート等、多くの日常的な機能を備えています。

接続オプション

バイノーラル録音を行う際は BHS II ヘッドセットを 
BHS 端子に接続します。BNC 端子のチャンネル3 と 4 
は追加で ICP センサーを接続する際に用います。BHS 
II の代わりにヘッドホンマイクロホン BHM III.3 や
アーティフィシャルヘッドマイクロホン HSU III.2 を
BHS 端子に接続するか (CLB I.3 アダプターが必要で
す）BNC 端子 2 つに接続することも可能です。

GPS 端子は SQobold が GPS データを受信、取得する
為の GPS アンテナを接続する為の端子です。

追加でデータ取得の為の USB 端子があります。測定
状況を動画収録する為ビデオカメラを接続できます。
動画はオーディオ録音データと一緒に MJPEG 形式で 
AVI ファイルとして保存し音声と同時再生が可能で
す。USB 端子には他にもデータ保存の為の USB 
スティックを接続したり、CAN FD データ収録の為の 
PCAN-USB FD アダプター、BSU バイノーラルセン
サー、SQope バイノーラルデジタルヘッドセットの
接続も可能です。
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2 つの動作モード；単体モードとフロントエンド
モードがあり、様々な録音条件に応じて柔軟に使い
分け可能です。

単体モードでは、大容量の内部ストレージとパワフ
ルなバッテリーにより長時間のモバイル測定が可能
です。直感的なタッチ画面操作が業務をサポートし
効率化します。録音データは内部ストレージか USB 
スティックに保存可能です。ハンディーかつ軽量の
為、SQobold はカバンのスペースもとりません。

フロントエンドモードでは、SQobold は Windows PC 
に USB 接続し録音ソフトウエアとして ArtemiS SUITE 
か HEAD Recorder を起動します。その後、センサー
を SQobold に接続し、録音ソフトウエア上でフロン
トエンドを SQobold に設定し、チャンネル設定を行
うとすぐに録音開始できます。

動作モード

便利 –直感的 –効率的

特に、サウンドスケープ調査やサウンドウォークに、
SQobold のバイノーラル録音技術、心理音響解析、
機動性、直感的操作性のメリットが発揮されます。

スイッチを入れると数秒で SQobold は操作可能な状
態になりタッチ画面で設定可能です。BHS II を接続
すると即座に録音できる状態になります。筐体側面
の録音ボタンを親指で押すと楽に録音開始できます。

60 GB の内部ストレージとパワフルなバッテリーを
備えておりストレスフリーで数時間の測定が可能で
す。

ディスプレイ

センサーの種類

バイノーラルセンサーに加え、SQobold は ICP マイク
ロホン、加速度計、DC センサー等もサポートします。
これにより様々な測定タスクに対応可能です。

センサーライブラリーから希望のセンサーを選択し
該当する端子に接続するとすぐに測定開始可能です。

すべての機能とメニューに大画面上でアクセス可能
です。測定中はレベルインジケーター、ダイアグラ
ム、タコメーターのかたちで必要な情報を表示可能
です。また、接続したビデオカメラのプレビューが
表示され、測定状況を確認することができます。



|5| データシート SQobold _内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2023年4月

SQobold とバイノーラルヘッドセット BHS II の組み
合わせにより正確なノイズ解析評価を行うことがで
きます。SQobold とBHS II は互いに最適化されており、
人の聴感に忠実にノイズイベントを録音します。
BHS II を専用の BHS 端子に接続するだけです。2 つの
チャンネルの設定が自動調整され正確な録音イコラ
イゼーションが起動します。

軽量の為、携帯性に優れています。

聴感が重視される音評価において、 SQobold と BHS 
II の組み合わせは最適な測定ツールです。

さらに、この組み合わせによりオンサイトで環境
ノイズだけでなく、実験室、テストベンチ、実車で
のバックグラウンドノイズの音評価も可能です。

BHS II でバイノーラル録音

BHS II でバイノーラル再生

イコライゼーションにより解析結果が
比較可能

従来型のマイクロホンによるステレオ録音とは異な
り、バイノーラル録音は原音に忠実に音質と音圧を
再現するだでなく、音場の立体空間も再現します。

道路環境等、複数の音源が重なる場合でも、録音
データにはすべての情報が含まれる為、音源を切り
分けたり特定することが可能です。

バイノーラル録音データと従来型の録音データが正
しく比較できるように、音信号の収録はイコライー
ゼーションを伴ったかたちで行われます。この為、
SQobold は HEAD acoustics が開発した殆どの音場に適
した ID イコライゼーションを用います。自由音場 
(FF) や拡散音場 (DF) 等の他のイコライゼーションも
測定状況に応じて利用可能です。

BHS II 等のバイノーラル再生デバイスを用いて 
SQobold で収録したデータを再生すると、オリジナ
ルの音場と同等の聴感印象が再現されます。
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活用方法
騒音計機能

SQP 02 – Advanced Level Meter (code 3304) ライセンス
を用いると騒音計機能が利用可能になります。この
ライセンスによりSQobold を2 チャンネル騒音計とし
て用いて現在の音圧レベル、最大音圧レベル、ラウ
ドネス、シャープネス等、様々な物理的測定、心理
音響の測定を行うことができます。音圧レベルを測
定し、ノイズを数値化し、環境ノイズや職場ノイズ
の評価を正しく行うことが可能です。

同時に、 SQobold は測定中に時刻歴信号の収録も可
能です。こうして、測定を直接モニターでき、後に
録音データの詳細な解析を行うことが可能です。

リアルタイム解析

SQP 01 – FFT Online Analysis (code 3303) ライセンスを
用いると SQobold で FFT やオクターブ解析、さらに
心理音響ラウドネス、シャープネスの解析が可能で
す。

心理音響解析は聴感と測定結果の関係を考慮します。
これらの解析ツールは人の聴覚に対応しています。

すべての解析は録音中、モニタリング中、再生中に
行うことが可能です。ノイズイベントやノイズシナ
リオの評価が可能です。音質改善の為の足掛りを素
早く見つけることができます。

さらに、リアルタイムフィルターが利用可能です。
品質、周波数、アテニュエーションが調整可能で的
を絞った解析が可能となります。

空気伝搬音の録音の他に、 SQobold を用いて部品や
アサンブリーの振動特性の測定も可能です。特に、
伝達関数、インパルス応答、コヒーレンスで、構造
伝搬音測定データの解析評価も可能です。インパル
スハンマーを使用できます。
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ドキュメンテーション

トリガー

大量の録音データを効率よく取り扱うには個々の録
音データの付帯情報が不可欠です。ドキュメンテー
ション機能により SQobold は録音前後でテンプレー
トベースのドキュメンテーションに記入、保存する
ことができる使い勝手のいいソリューションです。

ドキュメンテーションテンプレートは ArtemiS SUITE 
で作成し USB を介してSQobold に転送可能です。テ
ンプレートに従って、録音データに関連した情報を
入力していきます。この情報は録音データの中に包
含されます。情報入力を簡単にする為にテンプレー
トの中に入力フィールド、チェックボックス、リス
トのような馴染みの方式が採用されています。製品
の詳細、製品のコンフィグレーション、詳細な測定
条件がドキュメンテーションとして録音データの中
に包含されます。このドキュメンテーションを用い
て ArtemiS SUITE でレポート作成が可能です。

録音を測定対象物の状態や測定条件と連動して開
始・停止するのも便利です。SQobold はトリガー機
能を備えており、パルス、GPS、CAN、オーディオ
チャンネル、時間、日付等の入力信号に反応します。

トリガーを信号カーブの上昇や下降に反応させるこ
とも可能です。さらに、SQobold は開始または停止
のトリガー条件に達する前後にある信号を録音する
ことも可能です。

SQobold はGPS をサポートします。GPS 端子にアンテ
ナを搭載可能です。SQobold はGPS データに基づい
て正確な位置を特定できるだけでなく、速度の特定
やデコードも可能です。このデータはリアルタイム
でタコメーターや数値として画面表示可能です。

収録した GPS データを ArtemiS SUITE で用いることが
可能です。録音時に実車走行している経路を地図上
に表示可能です。(OpenStreetMap)

さらに、GPS タイムスタンプにより複数台の
SQobold で同時録音したデータを HEAD Companion 
等を介して同期させることが可能です。
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センサーライブラリー

ArtemiS SUITE や HEAD Companion のセンサーライブ
ラリーを用いてセンサーの設定を行うと、このライ
ブラリーを SQobold で用いることができます。セン
サーライブラリーを内蔵ストレージにコピーし、設
定が完了しているセンサーを選択して、チャンネル
設定時に割り当てます。

センサーのタイプ、感度、校正日、校正ファクター
等の詳細は各チャンネルに自動で割り当てられます。
データの手入力は不要です。さらに、この情報は録
音データの中に保存され、後にArtemiS SUITE でフォ
ローアップや解析を行う為に利用可能です。

SQP 04 – CAN BUS Support ライセンス (code 3306) が
あれば PCAN-USB FD アダプターを SQobold のUSB 端
子に接続し CAN、CAN FD、OBD-2、WWH-OBD-2 デー
タの収集が可能です。

対応する DBC ファイルやセンサーライブラリーを用
いて、SQobold はリアルタイムでデータを 最大 4 つ
までデコードし、タコメーターや数値として録音中
に画面表示可能です。また、デコードしたデータを
トリガーの条件として用いることも可能です。

PCAN-USB FD アダプターを介して、SQobold は CAN 
BUS のデータストリーム全体を収録します。後にこ
のデータを ArtemiS SUITE の Decoder Project で展開し、
追加のアナログチャンネルとして保存可能です。

動画

測定状況を動画や画像でドキュメンテーションする
為にビデオカメラを USB 端子に接続可能です。録
音中に撮影可能です。

この為には SQP 03 – Video (code 3305) ライセンス
が必要です。
動画や画像は関連するオーディオ録音データの隣に
保存されます。

録音データに関連する動画がある場合は音声再生時
に画面上に動画も再生されます。
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パッケージ

SQobold の機能は複数のパッケージで構成され、これらはオプショナルライセンスを購入頂くと利用可能と
なります。オプショナルパッケージはタスクにより分けられています。

➢ 4チャンネル測定

➢ インターフェイス

>> 2 チャンネル BHS 入力

     >> 2 アナログ BNC 入力
 （2 x 追加の BNC 入力、CLB I.3 アダプターが

必要です。）

>>パルス入力端子

>>GPS 入力端子

>>タイプ A USB 端子

>>USB デバイス端子 (マイクロUSB)、Windows 
マスストレージモード（データダウンロード）

➢ バイノーラル録音

>>BHS II ヘッドセット（アクセサリー）接続

>>BHM III.3 ヘッドマイクロホンまたは HSU III.2 
アーティフィシャルヘッドマイクロホンの
接続（いずれもアクセサリー）

>>ID イコライゼーション（HSU III.2 の場合は
ID/FF/DF)

>>BHS II、BHM III.3、HSU III.2 イコライゼー
ション（SQoboldを介して実行）

➢ バイノーラル再生

>>2 チャンネル再生

>>ID、FF、DF 再生イコライゼーション
（BHS II 用）

>>推奨ヘッドホンによる聴感に忠実な再生用 
アダプター CLJ 

➢ トリガー

>>調整可能な Pre 及び Post トリガー

>>パルス、CAN、GPS、クロック（日付/時間）、
入力チャンネルをトリガーに設定

>>入力チャンネル用に利用可能なモード：
振幅、レベル、A特性レベル

➢ パルス

>> 32 x オーバーサンプリング

➢ GPS

     >> GPS速度をタコメーターまたは数値でリアル
タイム画面表示

>>対応する GPS モード：ポータブル、静止状態、
歩行者、自動車、海上、空中

>>高精度録音タイムスタンプ

>>オプションとして利用可能なアクティブGPS
アンテナ
CGA I.0: ワイヤードアンテナ  (5m)
CGA I.1: ロッドアンテナ
CGA I.1-V1: アングルドロッドアンテナ

➢ ドキュメンテーション

>>ArtemiS SUITE ドキュメンテーション
テンプレートに対応

>>録音の前または後の入力をオプションまたは
必須の手順として設定可

➢ 騒音計機能

>>最大 2 チャンネルの同時測定

>>複数の同時に時間及び周波数重みづけ

>>音圧レベルの A、C、Z 重みづけ

>>時間重みづけ Fast、Slow、インパルス

>>時間重みづけがされた現在及び最高音圧
レベル、騒音暴露レベルの数値

>>レベル vs 時間、アジャスタブル時間平均
（時間重みづけがされた現在及び等価連続音圧
レベル
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➢ 最大 2 チャンネルまでの入力信号のリアルタイム
解析

➢ 録音中の解析

➢ 再生解析

➢ 利用可能なリアルタイム解析

>> FFT / FFT vs 時間 / オクターブ / 3rd オクターブ /  
時刻歴信号 / レベル vs 時間 / 明瞭度指数 vs 時間 / 
次数スペクトル / 次数スペクトル vs 時間

     >> FFT ベースの解析
ラウドネス vs 時間 / スペシフィック・ラウドネ
ス / シャープネス vs 時間

>>音響インテンシティ（P-P プローブ利用）

>>システム解析
伝達関数 / インパルス応答 / コヒーレンス

>>dB または rms（線形）表示

     >>HDF形式測定結果の平均化機能

>>調整可能な解析パラメター
FFT サイズ(1024, 2048, 4096, 8192, 16384) / 窓

（ハニング、矩形、フラットトップ）/ 周波数表示
/周波数重みづけ（Z(lin), A, C) / 次数解像度（0.1 –
1次）/ 明瞭度指標 / 拡張明瞭度指標 / 音場（FF, 
DF) / 時刻歴信号録音（すべてのアクティブチャ
ンネルの平均）/ A, V, D 変換（加速、速度、変
位）

➢ 公差（ArtemiS SUITE で作成）

➢ 録音中の解析の為の再生アナライザー

➢ オンラインモニタリングまたはリアルタイムフィル
ターによる再生：信号解析（フィルター処理、非処
理の信号）

>> バンドストップ、バンドパス、パラメトライズド
バンドパス

>>調整可能な品質、周波数、アテニュエーション、
振幅

➢ ラウドネス（ISO 532-1, DIN 45631 / A1) N, Nmax, N5, 
…

➢ シャープネス（DIN 45692) S, Smax, S5, …

➢ 音場タイプ：自由音場、拡散音場

➢ 3rd オクターブ、オクターブ、FFT スペクトル

>> 平均バンドレベル、最高バンドレベル、現在レ
ベル（表示のみ）パラレル周波数重みづけ
調整可能な間隔で平均バンドレベル vs 時間の
パラレル計算

>> Taktmaximal メソッド

>>レベル vs 時間、LAFT, LAFTeq, ….

>>パーセンタイル

➢ USB ビデオカメラ (code 0271) のUSB 接続

➢ AVI 録画 2 チャンネルオーディオトラック

➢ SQobold で録音したオーディオデータのパラレ
ル再生

➢ ズーム機能

➢ 最大 30 フレーム/ 秒

➢ PCAN-USB FD アダプターを介した CAN FD と
OBD-2 データ収集

➢ リアルタイムデータデコーディングと表示
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納品アイテム

オプショナルアクセサリー

SQobold (Code 3302)

➢ モバイル 4 チャンネル録音再生システム、
騒音計機能搭載

CSB VII.0

➢ パルス入力の為の SMB – SMBケーブルとBNC 
アダプター

CUSB III.1

➢ USB タイプ A – micro USBケーブル、1 m

HSC V.2

➢ SQobold とアクセサリー用バッグ

DPF

➢ ディスプレイ用保護フィルム、透明

電源アダプター

マニュアル

データ媒体、セットアップパッケージ

ハードウエア

バイノーラル録音再生

➢ BHS II (code 2322)
録音再生用バイノーラルヘッドセット

➢ BSU (code 1508)
聴感に忠実な録音の為のバイノーラルセンサー

➢ SQope (code 3300)
デジタル、バイノーラルヘッドセット

バイノーラル録音

➢ BHS III.3 (code 1303)
バイノーラルヘッドマイクロホン

➢ HSU III.2 (code 1391)
ICP マイクロホン搭載アーティフィシャルヘッド

 マイクロホン

CGA I.0 (code 9855)
アクティブ GPS アンテナ、ケーブル 5 m

CGA I.1 (code 9856)
アクティブ GPS ロッドアンテナ

CGA I.1-V1 (code 9856-V1)
アクティブ GPS ロッドアンテナ、アングルド

DPF-V1 (code 9857-V1)
ディスプレイ用保護フィルム、つや消し

USB ビデオカメラ (code 0271); 解像度 HD 720、フ
レームレート 30fps
オートフォーカス 10 cm – 10 m

PCN-USB FD アダプター (code 0274)
CAN FD インターフェイス、オプト・デカップルド

RC X.1 (code 9850、バージョン B以降)
ケーブル付リモートコントロール

RC X.2 (code 9851)
RC X.1 用コントロールモジュール、ケーブルなし

CLB I.3 (code 9848)
アダプター（メス） LEMO 14 ピン – 2 x BNC（メス、
20 cm) HSU III.2 、BHM III.3 等のバイノーラルセン
サー接続用

CLB IV.1 (code 9826)
ブレークアウトケーブル LEMO 14 ピン – 2 x BNC
（オス、40 cm) 、BHS 端子を介したアナログ出力用

CLJ I (code 9858)
アダプター LEMO 14 ピン – 3.5 mm ジャック、推奨
ヘッドホン接続用

CLB I.2 (code 9847)
アダプター LEMO 14 ピン – 2 x BNC （オス）、BNC
を介した BHS IIによる録音用

SCA II.2 (code 3345)
クルマの電圧供給用アダプター 以下のいずれかが
必要です。

➢ CLO VII.0 (code 3359)
アダプター SCA II.2 - クルマの電源へ

➢ CXO I.1 (code 5176) XLR 4 ピン – ケーブルラグ (2 
m) と CLX III xx (code 3676-xx) XLR 4 ピン – SCA II.2
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技術データ

ソフトウエア

ArtemiS SUITE (code 5000ff)

➢ 音振動解析用ソフトウエアプラットフォーム

➢ Recorder または Data Preparation Module HEAD 
Recorder (code 5024) によるフロントエンド
モードでの録音

➢ Basic Framework (code 5000) による 公差設定、
センサー ライブラリー (SENX)、ドキュメン
テーションテンプレート

➢ Basic Report Module (code 5002) によるReport

➢ Advanced Playback Module (code 5011) による動
画（含：オーディオトラック）とGPS データ 
(OpenStreetMap) の 同期再生

HEAD Companion / SQobold Simulator 
(ベーシックバージョンに含まれています。）

HEAD Companion

➢ ファームウエアアップデート

➢ イコライゼーションフィルターと校正値の                            
SQoboldへの転送

➢ センサーライブラリー 管理

➢ 時間重複データの GPS による同期、マージ

➢ GPS チャンネルのデコーディング

➢ SQobold パッケージのインストール

SQobold Simulator

➢ Windows に対応した SQobold フィーチャー

➢ Sqobold Simulator で行った設定の保存とデバイ
スへの転送が可能。
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